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2 例えば、U.エーコと J-C.カリエール（2009＝2010）は、紙の本の魅力とそれへの愛着について、さまざまな
視点から語っている。 



































  4 
③ 日本社会において、どういうモノが「模型」として認識され、その〈実物〉との関係 














































































なお、対応する英語に関しては、a model airplane（飛行機模型）、a plastic model（プ
ラスチックモデル）、a life-size model（実物大模型）、a scale model（スケールモデル）
というように、「模型」は“model”という単語と大きく重なる意味をもつ。しかし、人


















                                                
3 なお、Oxford English Dictionary によれば、model という語の大意として、“Representation of structure”、
“Type of design”、“An object of imitation”が挙げられている（Simpson 1989：940-942）。特に３つ目の
語義に関しては、「模型」と大きく重なると思われる。 












































































































































                                                                                                                                          
るが、ガレージキットをめぐる動きは模型のメディア史として重要なので、詳しくは第６章および第７章で論
じていく。 



































































































                                                
5 フーコーのいう言説の「環境」（milieu）である非言説的領域と、第 2 章で検討する M.アルヴァックスの集









































































の前身に当たる『工場統計』が 1909 年に農商務省によって開始され、第 2 回は 1914
                                                
7 例えば、NHK 放送文化研究所「日本のマス・メディアに関する意識」調査（2002）において、新聞を「ど
ちらかといえば信頼している」人は 63.1％であり、NHK に次いで高い。 












































に組み入れられた 1940 年代の模型について論じる。そして第５章は、戦後すぐから 1970
年代までの動きを検討する。さらに第６章では、〈実物〉の範囲が虚構の対象まで拡大し
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こうした理解から、18 世紀には英語の culture が啓蒙主義者の歴史観のなかで civilization
とほぼ同義に用いられ、「知的・精神的・美学的発達の全体的な過程」といった意味が発
達した（Williams 1983=2002 [2011]：142）。精神的な側面を強調するこのような用法は
                                                
9 例えば、R.ウィリアムズの『マルクス主義と文学』では、A.グラムシのヘゲモニー論を応用つつ、「文化」
を生産関係によって決定されるとする既存のマルクス主義における一元的な理解が批判されている。 



























研究においても、CS が 1970 年代より重要な視座を提供してきたと総括される（難波 
2011）。 
しかし近年では、階級やエスニシティをめぐる状況がイギリスや CS が広まった英語圏







































まで以上に重視していく必要があるという批判である（Bennett and Kahn-Harris 2004：
7-10）。 
しかし、こうした動きは、実はもともとの CS の運動自体に内在していた性質とみるこ










を続ける」ことが CS の核心であること強調している（ibid：222）。 
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して居」た結果、「雛形」を作ったことが述べられている（『読売新聞』1875 年 9 月 22
日朝刊）。また、同時期の『朝日新聞』でも、「梅田停車場の雛形」という用法がみられ
る（『朝日新聞』1880 年 10 月 9 日）。 
次節で詳しく検討するように、「模型」という言葉が資料に見出されるのは、1880 年前
後のことである。あるモノが「模型」として分節化されることは、そのモノが何らかの対


















































トレイキ」14の言い換えとして「模型」という言葉が用いられている（1876 年 9 月 20 日
朝刊）。『朝日新聞』では、1880 年に「淀川流域諸山の砂防及び修河工事の模型」として




の発展を支えて来たもの」（日本の模型業界 75 年史編集委員会 1986：1）は「模型飛行
機」であった。実際、日本での初飛行は、1891 年に二宮忠八が動力にゴム糸、プロペラに









に多大な貢献をしたという（「金沢大学創基 150 年記念事業 修復記念・資料館特別展示  
キンストレーキ（人体解剖模型）」http://www.kanazawa-u.ac.jp/kanazawa150/img/kunst.pdf （2014 年 10
月 24 日取得）による）。  
 

































                                                
15 少なくとも『東京日日新聞』、『東京読売新聞』、『東京朝日新聞』の三紙は、1910 年 12 月 20 日付けの
紙面で前日の日野・徳川による「日本初飛行」を伝えている。	  
  51 
年 1 月号：14）といわれたように、さまざまな題材の模型を扱った総合的な模型雑誌であ
り、この時代の模型メディアを考えるうえで参考になる資料である。以下では、創刊され




学と模型』1930 年 4 月号：14）。これは、科学的な性能を実現する目的から、手段とし
ての外形が注目されていることを示す。 





































年を中心とした層であったとされる（日本の模型業界 75 年史編集委員会 1986：31）。例
えば、1914 年にはすでに「贅沢な汽車模型	 大人が夢中で遊ぶ」（『東京朝日新聞』1914


















































































                                                
16 戦前期における模型の輸出を直接示すのは難しいが、関連するカテゴリーとして「玩具」の輸出統計がある。
このうち「木製」は、本稿での木製模型に重なる部分があると思われる。「玩具」は 1896 年から 1937 年まで
の輸出額で 140 倍に達しており、同時期には陶磁器・鉄製品・綿織糸に次いで第 4 位の重要輸出品であり、輸
出先はアメリカ合衆国、イギリス、英領インドが上位 3 位であった。また、そのうち「木製」は「玩具」の輸
出額の 1 割強を継続的に占めていた（東京玩具人形問屋協同組合七十周年記念事業委員会編 1956：79-80）。 
17 経済産業省の「工業統計アーカイブス」（http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/archives/index.html）
による。 



















































































































































































































































































                                                
19 『工場（工業）統計』にはしばしば項目の変化が見られ、1919 年からの「木製玩具」は 1938 年でなくなり、
1939 年から 1942 年までは金属以外の他の材料の玩具とともに「玩具（金属製ノモノヲ除ク）」項目に一元化
された。また、1943 年と 44 年はデータ自体が存在しない。なお「玩具（金属製ノモノヲ除ク）」項目の 1935
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（1942 年 10 月号：9）。 
そのなかでも特に、陸軍航空総監の陸軍大将・土肥原賢二による次の文章は、戦時期の
模型の位置を端的に示している。 










































































































例えば、『模型』の 1943 年 5 月号には「航空戦力の増強に邁進せよ	 撃ちてし止まむ」
という表題の記事が掲載されている。そこでは、まず「敵英米」が「膨大なる物質力を総
                                                
20 『官報』「商工省告示第四八一号」（昭和 17 年 4 月 30 日付）。 






























良い材料である事がわかりました（『模型航空』1943 年 8 月号：3） 
	 市販の檜や松は全然使ひません。至る所の山野にススキが生え居いますし、しかも上述の様
に良い材料である事が判つたからです。…一般にススキは極く弱いものと考へられがちですが、
                                                
21 『官報』第五四七〇号「農商省告示第二二八号」（昭和 20 年 4 月 12 日付）。 
 



































（『模型航空』1944 年 4・5・6 月合併号：33） 


































































































































































































































































                                                
22 『模型少年』は、1947 年に創刊された『モデランド』が、1949 年に『模型少年』という誌名にリニューア
ルされた模型専門雑誌である。 
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「戦艦「大和」を再現」…全金属の模型が完成…戦艦大和を再現した 1/150 の模型が 12 日ほ




































































1955 年から 70 年代初頭までの日本では、人口ボーナスによる若年低賃金労働者の豊富


































では、模型において 1950 年代以前の木製や金属製から、1960 年代のプラスチックへの
素材転換はいかにして起こったのか。さらに、そうしたプラスチック化によって、模型と
いうメディアの物質性はどのように変わったのだろうか。 
海外ではすでに 1930 年代、イギリスの IMA 社が、英国陸軍の識別用訓練として用いら
れる精密な模型を、当時の新材料であったプラスチックを材料として製造していた。現在





















                                                
25 こうした動向は、例えば 1950 年代後半に（財）セルロイド検査協会が（財）日本輸出プラスチック検査協
  84 
模型業界の主流は 1950 年代前半に引き
続き、木製を主とする科学模型であった



























                                                                                                                                          
会になったことなどに現れている。 
26 「プラモデル」という名称は、1958 年にマルサン商会が「原子力潜水艦ノーチラス」をその商標で発売の後、
翌 59 年に商標登録したものである。しかしその後、プラモデルという言葉の一般化とともに、商標権は 1975
年に日本プラスチックモデル工業協同組合の所有となり、組合各社が使用できるようになった。 
27 とはいえ、翌 1963 年には、他の多くのプラスチック製品と同様に、輸入が自由化された。 
?????? ?????????????????????????

























ト」（日本プラモデル工業協同組合編 2008：161）となったのは、タミヤが 1968 年から








































                                                
28 1966 年までは「その他プラスチック製玩具」に含まれていたと予想される。また、「木製がん具」は本稿で
の「木製模型」とは必ずしも一致しないが、ひとつの参考となるデータではあると考えられる。 














































































































































































  88 
野沢正「…それにスケールだけは必ず統一してほしい。」 
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  90 
第 3 章で述べた『少年技師ハンドブック』（山北 1930）の著者で、戦前期における少
年向け工作書の第一人者であった山北藤一郎は、戦後の模型誌でも引き続き活躍していた。






























（『科学と模型』1952 年 1 月号：36）とその「読者層」の世代的多様ささら誌面づくり
の難しさを吐露するように、また、1970 年 8 月に池袋パルコで行われた第 1 回 J・A・C
モデラー教室の「参加者の年令層は 15〜40 才位と巾広く」（『ホビージャパン』1970 年
































えている（日本の模型業界 75 年史編集委員会 1986：181）。これは、1970 年代後半に
は、〈機能〉を媒介する模型が周辺的な位置となったことを示すだろう29。 
                                                
29 もちろん、模型のすべてがそのように変わってしまったわけではない。例えば、あるべき〈実物〉を表現す

















































































































                                                
30 ガンプラの「らせん的進化」という表現自体は、エッセイストの今柊二（2005）がはじめに用いたものであ
る。ただ川村は、今による記述はガンプラの技術革新のみに偏っているとして、この 3 点を論じている。 
  95 


































































で述べた初の国産プラモデル「ノーチラス号」の 1958 年の発売から間もない 1960 年に、
今井科学（以下、イマイ）は日本初のキャラクターモデルである「鉄人 28 号」を発売し
た。この後もイマイはキャラクターモデルの販売をつづけ、1966 年 4 月より NHK で放映
  97 
されていた『サンダーバード』のプラモデル・シリーズを発売、大人気となった31。この































                                                
31 このときのイマイは、日産 4 万個のフル生産体制であり、1966 年度は前年度比 2 倍半の年商となったとい
う。 























みたいという人は、自作しなければいけない（『ホビージャパン』1980 年 10 月号：5） 
 
ここで注目したいのは、「実在のメカ」と「オリジナル・メカ」の並列である。模型内










































こうした文脈のなかで 1979 年にテレビ放送された『機動戦士ガンダム』に登場する MS
（モビルスーツ）や MA（モビルアーマー）、戦艦、人物などを題材にしたプラモデル、
すなわち「ガンプラ」が 1980 年代前半に「ブーム」と呼ばれる人気を博すようになった32。 
                                                
32 「ガンプラ」の存在の大きさは、売り上げの数量を見ても明らかである、1980 年の第一号である「1/144 ガ





























                                                                                                                                          
ンダム」発売から半年で出荷数は 100 万個を突破した。さらに、1981 年秋以降は月産 300 万個に至った。こ
の時期から 1980 年代前半までがいわゆる「ガンプラブーム」と呼ばれる時期である。1984 年に累計出荷数は






































































































別冊『HOW TO BUILD GUNDAM』が出された（図



























	 まあ、そういう事ですね（『模型情報・別冊 MSV ハンドブ








                                                
34 『雑誌新聞総かたろぐ』によれば、『ホビージャパン』の部数は、1979 年が 53,000 部、80〜82 年が 55,000
部、83〜85 年が 130,000 部、86〜95 年が 160,000 部、96〜99 年が 200,000 部、2000〜01 年が 340,000 部、
02〜05 年が 350,000 部となっている。なお、2006 年からは計測方法が JMPA 調べによる印刷証明付き発行部
数に変わったので数値の連続性はないが、06 年・154,583 部、07 年・153,854 部、08 年・150,466 部、09 年。・










































































































                                                
35 例えば、当時からガレージキットを製作しており、現在まで海洋堂のフィギュア原型師として活躍する
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	 これまでの MSV が、視覚的フォルムやカラーリングにその良し悪しの判断の対象を集中さ
せて委ねて来たのに対し、今回は逆に、内側から責めてみた。前者を否定している訳ではなく、
この 303E 案を参考に、個々の MSV 観というモノに、“現実性／時間軸の正当化”を付加価値
として加えてみるのも、又、新しい発見や新しい切り口が見つかるんじゃないかな、あくまで
これは、MSV の楽しみ方のひとつ、には過ぎないのはモチロンだけれども！（『モデルグラ



























	 イラストを元に立体化する場合、 たいてい「2D の嘘」が表面化してくる。今回の作例は微
妙なバランス調整にて、かなりのレベルでイラストのデザインラインを崩すことなく仕上げら























































































りから論じていく（7-2）。さらに、2000 年代後半から 2010 年代にかけて盛んになって
いる「実物大模型」の展示を対象に、メタ複製技術時代におけるアウラという観点からの
考察を行う（7-3）。そのうえで、現在の模型を読み解くキーワードとして集合的記憶に注























                                                
36「TAMIYA MODEL MAGAZINE.COM」における雑誌内容の英文説明
（http://tamiyamodelmagazine.com/blog/2012/09/25/welcome-to-tamiya-model-magazine-international/、
2014 年 10 月 13 日取得）による。 
?????? ???????? ????? ???????? ?
? ? ? ? ? ???????????????????
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37 『雑誌新聞総かたろぐ』（1993 年版〜2013 年度版）による。なお、同年鑑の 1992 年版までは、Tamiya Model 
Magazine International の掲載はみられないので、それ以前もこの部数であったのかは不明である。なお、2002
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ど少量であったフィリピンからの輸入が、1995 年以降は急激に増大している（図 7-1b）。 
一方、バンダイは、1981 年のフランスや翌年のイギリスへの進出を皮切りに欧州での販
売を積極化し、1984 には香港に福萬有限公司を設立した39。さらに 1996 年には、中国・
石家荘に自社工場を建設している。この工場はその後閉鎖されたものの、中国での生産は
下請け会社の工場を通じて継続されている。『日本経済新聞』によれば、2012 年の時点で






















                                                
39 株式会社バンダイのホームページ「会社案内-歴史-1980 年代」
（http://www.bandai.co.jp/corporate/history80.html、2014 年 10 月 12 日取得）による。 
40 『日本経済新聞』2012 年 7 月 31 日朝刊による。 
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ば、世界に誇れる成長分野になるのではないか」（『朝日新聞』2010 年 4 月 19 日朝刊）
































                                                
43 『電撃ホビーマガジン』（2010 年 9 月号：8）による。 
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例えば、香港で行われたキャラクターモデル関係の
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46 中国政治を専門にする鈴木隆によれば、1979 年から 2011 年までの間、中国の一人当たり GDP の年平均成
長率は 9.9 パーセントである。これは、日本の 1956 年から 1973 年までの日本の高度経済成長期の実績を上回
っている（鈴木 2013：41）。 
47 研究社『新英和中辞典 第 7 版』（竹林・東・市川・諏訪部編 2003）による。 
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ィギュア」という独立したカテゴリーで認識されるようになった。この時期のフィギュア

































49 あさのまさひこによるインタビューのなかの、白井の発言による（あさの 2007：285）。 
?????? ???????????????
???????????????????????????????































                                                
50 本論文における「フィギュア」と重なる『貿易統計』「輸入統計品目表」上の項目は、第 95 類「がん具、
遊戯用具及び運動用具並びにこれらの部分品及び附属品」における「がん具（人間以外の生物又は動物を模し
たものに限る。）」のなかの「紡織用繊維の織物製又はプラスチック製のもの」および「その他のもの」（細
分番号・950300311 および 950300319）である。 
?????? ?????????????????????? ?














































52 例えば、海洋堂と提携する工場に取材したあさの（2002：第 7 章）や、バンダイの食玩の下請け工場をレポ
ートした市川（2008）がある。 
53 経済学者の李佳によれば、改革開放路線に転換した 1978 年から 2010 年までの約 30 年間で、中国人の年間
所得は 15 倍近くに増えたという（李 2013）。 


































                                                
54 前者は「SD ガンダム」シリーズのうち 2000 年代以降のキットで、後者は 2010 年から展開されている 1/144















1980 年代半ばに CAD（Computer Aided Design）がガンプラで用いられたのを皮切りに、
現在までは多くの模型メーカーがデジタルデータによるプラモデルの設計を行っている。














                                                                                                                                          
スケールの「RG（リアルグレード）」シリーズで主に用いられている。 



































ンダムフロント東京有限責任事業組合 2012）。次に、こうした人気を受けて、2010 年 7
?????? ???????????????????????????
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月 24 日から 9 月 30 日、および 12 月 1 日から翌 2011 年 1 月 10 日に開催された「模型の
世界首都 静岡ホビーフェア」の一環として静岡・東静岡広場に展示された55。例年の静岡
での模型関係のイベント「静岡ホビーショー」の来場者数が 7 万人ほどであるが、実物大

























                                                
55  ホビーフェアの会期終了後も、実物大ガンダムの観覧自体は 3 月 27 日まで可能だった。 
56 「実物大のガンダム人気、入場者 150 万人」（『読売新聞』2011 年 3 月 6 日）による。 
57 「実物大ガンダム」へのフィールドワークは、お台場において 2009 年 7 月 25 日と 26 日、静岡において 2010
年 9 月 24 日に実施した。その際、バンダイの企画担当者および来場者計 14 名に半構造式インタビューを行っ
た。 
58 より詳しい分析内容は、松井（2012b）を参照されたい。 


































































                                                
60 ベンヤミンの「複製技術」論文は 1935 年に第 1 稿が書かれたが、その後同年から翌年にかけて書かれた第 2
稿（後に発見された）、39 年に完成された第 3 稿が存在する。このような場合、最終の第 3 稿が決定稿となる
ことが多いが、第 2 稿にのみ含まれた論点があるため、日本語訳も第 2 稿と第 3 稿が存在している。本論文で








































































                                                
63 例えば、第６章でもふれた BOME などの海洋堂の人気原型師は、こうした独自の解釈が非常に巧みである
ことによって評価されている。 





























































































代」、1960 年から 70 年代前半までを「夢の時代」、1970 年代後半からの「虚構の時代」
となる。その後、多くの論者がこの図式の「続き」を展開しており、例えば大澤真幸（2008）
















































































































































































































































































                                                
65 日本語訳では、「媒介」や「媒介項」と訳されているが、Catherine Porter による英語訳などで”mediation”
という概念が用いられていることを確認した結果、メディア研究における「媒介」（media）との区別と、「媒


































                                                                                                                                          
介性」（mediation）と同じ単語であるという連続性を考え、〈媒介性〉と表記することにした。 








































































































                                                
66 例えば、湯浅（2006）などでは「消尽」と訳されているが、おそらく見田は、ボードリヤール流の「消費」
との対比を明確にするため〈消費〉という表記を用いたと思われる。 































































                                                                                                                                          
である。 
69 「エコプラ」は、バンダイが既存のガンプラの金型を使って、成型材料を（真っ黒の）再生プラスチックに
よって製造した模型である。現在まで「HG」や「SD ガンダム」シリーズから 10 種類ほどが発売されている。
はじめは 2009 年から開催された「GREEN TOKYO ガンダムプロジェクト」で販売されたが、その後は特定
のイベントや、静岡のバンダイホビーセンターでも販売されている。 
70 例えば、ある模型製作のブログでは、真っ黒な「エコプラ」の「HG 1/144 ガンダム」を無塗装で製作して、
「色なしと言ってもこれはこれでカッコいいんじゃないかな～なんて思ってます」という感想が記されている
（http://wheels0x0.blogspot.jp/2012/06/hg.html、2014 年 10 月 28 日取得） 































                                                
71 実際、戦時期には、例えば「京城恩賜科学館主催 模型大会」（『模型航空』1942 年 6 月号：22）や「模型
機に歓喜のビルマ少年」（『読売新聞』1943 年 7 月 19 日朝刊）のように、模型誌や新聞で植民地支配や占領
下にあった地域での模型関係の記事がみられる。こうした資料を含む帝国日本における「内地」以外での模型
の広範な受容の詳細な検討は、今後の課題にしたい。 
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